イタリア法における生命保険の『被保険者』の概念 by 今井 薫
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すなわち、その意味するところは受益の第三者である。
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（33） Luca Buttaro, Assicurazione sulla vita, in Enciclopedia del diritto, volume III,
Milano 1958, pag.654. すでに著名な「被保険利益論（L’interesse nell’assicura-
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docente）であった。
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（46） 金融関係のプロとして、卒業後の軍務も財務警備隊（guardia di fananza）
に属した。Simone Forni, Assicurazione e impresa—Manuale professionale di diritto
delle assicurazioni private-, Milano 2009, pag. XVII.に略歴。
（47） Forni (2009), pagg.453, 454.そもそも、「第三者の生命の保険」と表現して
いない。
（48） Forni (2009), pag.455.
（49） Forni (2009), pag.453.
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険契約の機能は、契約で予め定める事故の発生という条件でのみ保険金を支
払う保険者の義務と、実際に被った損害の規模に応じた対応の中に見出され
るとしている。そして、それは生命保険にも敷衍され、支持されて今日にい
たったのだと結論している。
